
持続可能なまちと交通をめざす再生塾 のご紹介
まちづくりや交通の問題の解決に取り組む行政・地域・企業等の実務者を対象、
理論・実践に関する情報を提供し、参加者相互の対話・交流を通して“ビジョ
ン”と“夢“を共有し、持続可能なまちと交通の推進に寄与することを目的として、
故北村隆一先生が提唱され、2007年度から活動を開始
人的ネットワークを構築
まちづくりの理論・技術を学ぶ場
まちづくりの支援・提言

陣容 LF24名：大学8・コンサル7・
行政5・交通事業3・議員1

会員数【正23・賛助50】 1

故北村隆一先生



なぜ？ 再生塾
なぜ “まち”と“交通”の問題は解決しないのか

“クルマ”から“公共交通”への移行はライフスタイルの転換を意味する

お金で買えないものこそ、私たちの暮らしを豊かにする

社会関係資本（ソーシャル・キャピタル）の重要性の認識

・・われわれが持っている人間のネットワーク ・・ソーシャル・キャピタルは私的財を補完し、人々の
幸せに寄与する ・・「資本」であるからには「投資」が必要

実証・実践⇔理論化の営為が希薄（コンテンツとプロセス）

・・何をやるか（理論・知識）と どうやるか！(実証・実践) 2

クルマ社会化
Motorization

郊外化
Suburbanization

商品化
Commondification
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「大学院と実社会、理論と実践の間をつなぐもの」

京都精華大学・福岡正蔵氏講義資料より

学術知（一面性・三人称性・状況遊離性） ・・大学院

実践知（全体性・相互主観性・状況依存性） ・・実社会

・・理論知を状況にうまくあうように翻訳し直す必要

求められる能力（社会人基礎力）

・・前に踏踏み出す力 ・考え抜く力 ・チームで働く力

特に主体性・実行力 不足なのは課題発見力 ・創造力

教育スタイルの変化

「知識伝授」型 →「学習支援」型 →「互学互修」「半学半教」



そこで再生塾！
• 社会人・実務者の学びの場・ネットワークの提供
基礎編：交通政策を体系的に学ぶ
アドコース：事業実施のプロセス、コミュニケーション力、実践力を高める
・・発言の機会の確保、相互理解

• 互学互修の教育モデル
自学自習する人々が相互に関係しな
がら学び合い教え合うスタイル

• チーム学習
多様な参加者が混じり合うチーム編成
ビジョンを共有化、固定観念を払拭、
チームワーク、データの活用

• ラーニングファシリテーター
「質問」により学習をリード

基礎編

ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾞｺｰｽ

出典：妹尾堅一郎・美馬のゆり2003を修正７）に加筆



再生塾の活動（2023年）
• イブニングセミナー（5月12日、・・・・）
• 基礎編ワンデーセミナー（5月20日）
• アドバンスドコース（7月29日～12月9日）
特定のフィールドをベースに、塾生同士やフィールド、周囲との議論を通じて問題解決への提言を目指す

フィールド：ＪＲ草津線・近鉄バス
• 議員セミナー（8月2日）地域問題への対応例や手法など、地方議員を対象としたレクチャー
• 技術セミナー（9月9日）地域データの活用や理論的アプローチなど、技術的手法を学ぶ
• 議員セミナー（10月30日：ローカル鉄道編)
• 北陸ワンデーセミナー（11月19日）

その他（アフター再生塾）
• 日本酒探訪会、競馬部、甲子園部、

OB会・・・
• 会員サービス（アドバイス）

2023 再生塾アドバンスドコース最終報告会
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概
要

交通政策や交通技術に関する知識と経験をもっている方
を対象として、より実践的にフィールド研修を通した実
践的研修を行う。

参
加
方
法

・参加対象：主に自治体交通政策担当者、交通事業者、コン
サルタント、「実践的な研修に参加を希望する方」

・参加申込みに際してレポート提出
・参加費：２０，000円

内

容

①スケジュール
７月～１２月の月１回の研修(計６回)

②研修対象フィールド
・JR草津線
・近鉄バス
③グループワーク
４～５名のグループにＬＦ（ラーニングファシリテーター）２～３
名がついて、現地調査、課題抽出、将来像を描き、実現可能
な具体の提案を対象組織にフィードバック

再生塾の実際（アドバンスドコース2023）



第１回再生塾

第２回再生塾

第３回再生塾

第４回再生塾

Ｒ５． ７．２９

Ｒ５．９．９

Ｒ５．１０．１４

Ｒ５．１１．１１

グルーピング、フィールド提供、情報収集

Ｒ５．８～９ 現地調査、情報収集、取り組み内容検討

現況把握、現状認識と課題共有

中間報告

最終報告会Ｒ５．１２．９

技術セミナー

※上記各種会議以外にも、メンバー間で集まり、メール等が飛び交います

第６回再生塾

第５回再生塾

再生塾の実際（アドバンスドコース2023）





実績は

これまでの
延べ参加者
約1,500名

これまでの
アドコースフィールド

延べ32

年度 フィールド 区分

2008年
大阪市交通局「赤バス」 交通事業者

京福電鉄嵐山線 交通事業者

2008年・2009年 京田辺市（京都府） 自治体
2009年 富田林市（大阪府） 自治体

2010年 叡山電鉄 交通事業者

川西市（兵庫県） 自治体

2011年 KTR北近畿タンゴ鉄道 交通事業者

長岡京市（京都府） 自治体

2012年 京都バス 交通事業者

河内長野市（大阪府） 自治体

2013年 水間鉄道 交通事業者

にしきた商店街（兵庫県西宮市） 自治体

2014年 京都京阪バス 交通事業者

大阪市生野区(大阪府) 自治体

2015年 神戸電鉄 交通事業者

茨木市（大阪府） 自治体

2016年 北条鉄道 交通事業者

尼崎市（兵庫県） 自治体

2017年 神戸市北区（兵庫県） 自治体
天川村（奈良県） 自治体

2018年 和歌山バス 交通事業者

竜王町（滋賀県） 自治体

2019年 西日本ジェイアールバス園福線（京都府） 交通事業者

奈良市柳生（奈良県） 自治体

2020年 阪神バス 交通事業者

守口市（大阪府） 自治体

2021年 京阪京都交通 交通事業者

明日香村（奈良県） 自治体

2022年 神姫バス（姫路市域） 交通事業者

東近江市（滋賀県） 自治体
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受賞歴

2017年JCOMM プロジェクト賞 2020年度
近畿運輸局長
地域公共交通優良団体表彰

2021年度
国土交通大臣
地域公共交通優良団体表彰



京都バス

再生塾・神戸市交通局
児玉氏資料



再生塾・神戸市交通局
児玉氏資料



再生塾・神戸市交通局児玉氏資料



再生塾・神戸市交通局児玉氏資料



再生塾・神戸市交通局児玉氏資料



再生塾・神戸市交通局児玉氏資料



再生塾・神戸市交通局児玉氏資料



再生塾・神戸市交通局児玉氏資料



再生塾・神戸市交通局児玉氏資料



再生塾・神戸市交通局児玉氏資料



再生塾を終えての感想

◆同じ志を持つ、色々な人たちとの【出会い】
「新たな交流ができた！」

◆知識・考え方等の【習得】・【再確認】
「こんな世界があるなんて...」

◆議論・意見交換等による様々な【気づき】
「余計なお世話では？」→ 今は良いかもしれないが...
「結局，何がしたいのか良くわからない」

◆熱い議論等による【モチベーションの向上】

◆研修全般を通じて【考える力・意識の醸成】
ふだんの仕事を離れての贅沢な時間 チーム全員再生塾中毒

得られることはたくさん♪だけど、それなりのしんどさも…
深夜未明に飛び交うメール...

「とんでもないことに足をつっこんだ！」



アフター再生塾！
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・叡電(新年合宿） ・加西市現地研修 ・大山崎・島本現地研修 ・京丹後市現地研修

・海外研修(韓国） （台湾）



再生塾・神戸市交通局児玉氏資料



まちづくりの処方箋をかけるだけでなく、
治療ができるひとを育てる

再生塾はまちづくりの名医を育てる場


